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農環研30周年記念ワークショップ

報  告

　文部科学省 科学技術・学術政策

研究所（NISTEP）は、科学技術の振

興・普及への顕著な貢献があった

研究者を「ナイスステップな研究

者」として毎年年末に選定していま

す。2013年の9組10名の研究者の中に、大気環境研

究領域の飯泉仁之直研究員が選ばれました。これは、

研究成果「穀物のグローバルな豊凶予測を収穫3か

月前に行う手法の開発」が評価されたものです。

（研究内容は農環研ニュース100号を参照）

農環研  飯泉仁之直研究員
「ナイスステップな研究者2013」に選定

　農林水産研究成果10大トピックスは、1年間に新聞

記事となった農林水産研究成果から、内容に優れ社

会的関心が高いと考えられる成果を、農林水産技術

会議事務局が農業技術クラブの協力を得て選定する

ものです。2013年には（独）農業環境技術研究所によ

る研究成果「高CO2濃度によるコメの増収効果は高温

条件下で低下 --気候の違う2地点のFACE（開放系大

気二酸化炭素増加）実験により確認--」および「コメ・コ

ムギ3ヶ月前に豊凶予測 --世界の2割の栽培面積で--」

の2件が選ばれました。（研究内容は農環研ニュース

99号と100号を参照）

農環研の研究成果2件が農林水産研究10大トピックスに

　世界人口は今世紀末には100億人に到達すると予

測されています。一方、主要作物の生産は、温暖化や

異常気象の増加、さらには市場経済のグローバル化

に伴い、世界規模で不安定化しており、その価格も乱

高下しています。

　このような背景のなか、国の食糧安全保障を考える

うえで大切な主要作物の生産についての情報を広域

的に収集する重要性はますます高まっており、

地球観測衛星群によるリモートセンシングへ

の期待は極めて大きくなっています。

　そこで、（独）農業環境技術研究所は、2月

14日に東京・丸の内で、広域的な作物生産情

報の収集に向けて地球観測衛星群を高度か

つ持続的に利用するために必要な、センサ、

データ、研究、利用方法等について話し合う

ワークショップを開催しました。このワークシ

ョップには、国・県、公設試験・普及機関、独立行政法

人研究機関、民間企業などから107名の方々に参加

いただきました。ここでは地球観測衛星を用いた作物

統計や被害査定などに関わるリモートセンシング技

術の最新動向を紹介するとともに、精度の高い情報の

取得とその活用のための方策や協力体制について話

し合いました。

（生態系計測研究領域長　鳥谷　均）

食糧安全保障に向けたリモートセンシングの取り組み


